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クリタキセル（Paclitaxel, TXL）経静脈週一回投与+ カルボプラチン（Carboplatin, CBDCA）腹腔
内投与併用療法 （新規 TC 療法）の臨床第 2 相試験と併行してゲノム薬理学研究を行った。TXL








種類の ABCB1 遺伝子多型(2677G>T/A, 1236T>C)と薬物動態パラメーターCmax（最高血中濃度）
ならびに MRT（平均滞留時間）に有意な相関が認められた。さらに、GSTM1 欠損多型と ABCB1 
2677G>T/A 多型を組み合わせることで、TXL の AUC が有意に高値となる患者集団を選別できる
可能性が示唆された。 
【結論】GSTM1 欠損多型ならびに ABCB1 遺伝子の 2677G>T/A 遺伝子多型が、新規 TC 療法にお
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